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ミャンマー デジタルガバンメント戦略 3 月   

VE センター 

1. 背景 

・基本データ（ＪＥＴＲＯデータ） 

国土：68 万平方キロメートル（日本の約 1.8 倍） 

人口：5,141 万人（2014 年 9 月（ミャンマー入国管理・人口省発表）） 

政治体制：大統領制、共和制 

一人当たりの名目ＧＤＰ：1,441 ドル（2020／21 年度、IMF 推計）  

GDP（名目）：約 772 億ドル（2020／21 年度、IMF 推計） 

・国連の世界幸福度ランキング 2019：131 位  

・国連の世界電子政府ランキング 2020： 

  E-Government Development Index：146 位（193） 

  E-Participation Index：168 位（193） 

・ウイルス死亡数： 

Covid-19 死亡者数は ASEAN 内で最も多い国から 3 番目である。（2020.11.10） 

・民政移管： 

大規模な民主化運動が起きたのは 88 年のことだ（1988） 

2011 年には民政へと移管され、長い軍政は終わりを告げる。15 年に総選挙が行われ、NLD は大

勝。スー・チー氏は国のトップに立った。ようやく「政治への参加」が認められ、国民は安心して帰

国できるようにもなった。 

2021 年 国軍のクーデター（2021.2.1）への若者の抗議デモが国内で拡大している。 

SNS が変えたミャンマー・クーデターへの抗議の民衆蜂起。 

 

2. 戦略 1.デジタルガバンメント体制づくり 

１次電子政府（e-Government）マスタープラン（2016-2020） 

 
     図 1 電子政府（e-Government）マスタープラン 

Myanmar e-Governance Master Plan(2016-2020) 

ビジョン：知識・ハブ、デジタル・ハブ、イノベーション・ハブのミャンマーになる。 

ミッション：デジタルエコノミーとマルチセクターのデジタルトランスフォーメーション（DX:企業がテク

ノロジー（IT）を利用して事業の業績や対象範囲を根底から変化させる）を可能にする。 

戦略目的：1.デジタル環境基盤の整備 

       2.システム構成要素の作成 

       3.デジタルトランスフォーメイション（ＤＸ）の実現 

http://www.ven.gr.jp/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/myanmar/data.html
https://sustainablejapan.jp/2020/03/25/world-happiness-report-2020/47655
https://www.digima-news.com/20190411_46917
https://publicadministration.un.org/egovkb/en-us/Data/Country-Information/id/117-Myanmar
https://www.mmtimes.com/news/myanmar-ranks-third-covid-19-cases-deaths-asean.html
https://www.hrw.org/ja/news/2013/08/06/250755
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E6%B0%91%E6%B0%91%E4%B8%BB%E9%80%A3%E7%9B%9F
https://webronza.asahi.com/politics/articles/2021021300005.html
https://www.motc.gov.mm/sites/default/files/Myanmar%20e-Governance%20Master%20Plan%20%282016-2020%29%20English%20Version%28Draft%29.pdf?__cf_chl_jschl_tk__=b1899f3eec84988a55ed5c54e225a60364a80f01-1613889548-0-AcWlzzlf-SkOGy5sk_oVkWt6Be_jpWKnwbqxJCuDSWerf-21-WQ9E478uoERKQJYB_AWpwLZhivL3I-6lU2uXUxArlJ8dqSS4gmjRCSMtxRvLv9t_XOG1kr7XGoquJMotb3oJZm9CxIkgkfU_tmRysNxFYi0UNc4wM3F9cc-CqclFesXJh2PYeQHaF9NrJNVyquqxbhm7Oxbda7E3wXF_SaCzp2ekbT6y5IOrwyBqxsbrGjldJQNCJBc5MdoGuB3hZoAnRPeTwojUtewuIMDeWtClh5Bi8cqmRKFLmpDhPl0vIDQQuWugrAz8OZz798Vy11FteMTQwpYOHI3IJFT2BAGtejB_ZSm5rT8kWuQp0Mi6BMsy8HnR7f-PAoT_W3yhrnNilbLDceOdLJhwOkTw5ATuiUVm_8o4YPKJHcrbKqgTgsLeEC2gOyYY2f85cQMZ52PUm7csZVAAcMkiywatnw
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２次電子政府マスタープラン（2021-2025) 

Second Myanmar e-governace master plan (2021-2025) 

2015 年の総選挙で大勝した国民民主連盟（ＮＬＤ）主導政権が 2016 年に設立した運輸通信省

（MOTC）が最初に作成した１次電子政府（e-Government）マスタープラン（2016-2020）e‐

Government Master Plan （2016-2020） 

1. 電子政府実施のためのガイドライン作成 

2. 電子政府基本設計の枠組み作成 

3. ICT 標準/基準作成 

4. ICT・電子政府政策の評価 

5. ワンストップ共有アプリケーション 

6. 共通データ・サービス 

を更新した。 

最初のマスタープランに含まれていたミャンマー・ナショナル・ポータルは、全政府省庁のウェブを

接続するモバイル・アプリケーショ ンとして 2018 年に開始された。 

新しい計画の下では、これらのサービスは、今年クラウドにアップグレードされ、電子政府の統合

されたデータセンターとなる。当初の基本計画では、政府のポータルと国民 ID、市民サービス、人

的資源などの管理システムを構築することが盛り込まれていた。新しい計画では、旅客予約、複

合交通、国勢調査データ管理、電子決済、サイバー犯罪、犯罪追跡、交通のための電子システム、

犯罪者の追跡、援助の管理、所得税の管理、消費者保護を追加する。企業登録、税務申告、貿

易ライセンスなどのシステムはオンラインで利用できるようにした。許可証の更新や手数料の支払

い、マーケティングや地域貿易や観光のためのプロモーションも、オンラインで行われるようにな

る。 

重点テーマ（2018.6） Myanmar: 

1. 10 以上のサービスと 5 つのウェブサイトをカバーする各種オンラインアプリケーション（輸出入ラ

イセンスを含む）を運用する。 

2. 電子決済機能付きの法人登記サービスを実現する。 

3. 財務省と中央銀行の共同事業でキャッシュカード導入する。 

4. RFID とプリペイドシステムを活用した高速道路における通行税徴収システムを実 

現する。 

5. 他省庁と連携して、全国 GIS(国土空間データ)システムを構築する。 

6. 土地管理システムを作成する。 

7. データセンターを実現する。（韓国支援） 

8. ミャンマー国家ポータルを運用する。 

9. 様々なサイバーセキュリティプロジェクト:サイバーセキュリティ法の国会成立を待つ。 

10. デジタル経済開発委員会を運用する。 

11. ミャンマー税関局： ミャンマー自動通関システム(MACCS)を運用する。 

12. データ共有プロジェクトを開始する。 

13. E-VISA システムを運用する。 

14. スマート ID パイロットプロジェクト：E-ID カードは現在試験運用を実施している。 

15. 法律データベース（司法制度での利用）を構築する 

16. オンライン情報・通知システムを構築する。 

17. 電子統治マスタープラン：実施に向けた最終承認待ち 

 

2）戦略 2：デジタルガバンメント体制づくりの評価 

https://www.mmtimes.com/news/second-myanmar-e-governance-master-plan-include-systems-cyber-crime-e-payments.html
https://www.itu.int/en/ITU-D/Regional-Presence/AsiaPacific/Documents/Events/2017/Sep-SCEG2017/SESSION-2_Myanmar_Ms_Yu_Yu_Naing.pdf
https://www.itu.int/en/ITU-D/Regional-Presence/AsiaPacific/Documents/Events/2017/Sep-SCEG2017/SESSION-2_Myanmar_Ms_Yu_Yu_Naing.pdf
https://www.coursehero.com/file/67772480/Myanmar-Investment-Analysis-and-Implementation-Options-for-Proposed-Digital-Government-Projectpdf/
https://www.coursehero.com/file/67772480/Myanmar-Investment-Analysis-and-Implementation-Options-for-Proposed-Digital-Government-Projectpdf/
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Global Competitiveness Index 2015-2016 

 
図 2 デジタルガバンメント競争ランキング 

ミャンマーのデジタルガバンメントは、東南アジアの隣国と比較しても、まだ不十分な状況である。

世界経済フォーラムが発表した 2015-2016 年の競争力ランキングでは、ミャンマーは 140 カ国中

131 位にランクされている。しかし、ミャンマーのランキングはここ数年で急速に改善している（2013

～2014 年は 139 位、2014～2015 年は 134 位）。 

Cybersecurity：通信インフラの急速な拡大により、ミャンマーはサイバー攻撃を受けやすくなって

おり、国際電気通信連合の「グローバル・サイバーセキュリティ・インデックス 2018」では175カ国中

128 位にランクされている。 

 

3）戦略 3：オープンデータの活用を図る 

テイン・セイン大統領が 2016 年までに OGP への加盟を決定した。ＯＧＰ参加の適格基準は 16 点

満点で最低 14 点である。ミヤンマーはＯＥＣＤの評価では、2014 年時点で 2 点なので、後 12 点獲

得しなければならない。 

1.予算の透明性：GoM（ミヤンマー政府）は予算案を作成しているが、公開されていない：0 

2 情報へのアクセス：MoI（情報局）へのインタビューに基づいて、情報へのアクセス法が検討され

ているが、まだ完成していない：0 

3 資産開示：最近、汚職防止法が公布され、紛争資産開示条項がそのまま適用されたため、GoM

はこのカテゴリーで 2 ポイントの資格を得た：2 

4.市民参加：２０１２年の民主主義指標（EIU Democracy Index）のサブスコアが 2.5 点未満であっ

た：0 

OECD Open Government Reviews MYANMAR 

 

4）戦略 4：データのＡＩ利用 

世界で最も急成長している地域の一つとしてよく知られている東南アジアは、ここ数年で

人工知能（AI）のルネッサンスのようなものを受けている。その急速なデジタル成長に伴い、

最も先進的な東南アジア諸国のいくつかは、インダストリー4.0 経済への発展をますます

視野に入れながら、AI アプリケーションの採用を加速させている。 

1）ＡＩコンテスト 

ミャンマー全土の大学の学生が同国初のクラウドと AI のイノベーション・コンテストに参加

できる機会を作った。このコンテストは国立教育委員会(Rectors’ Committee)、 

ミヤンマーコンピュータ連盟（ＭＣＦ）、研究革命局(DRI)が Huawei Myanmar の支援を得て

共同で実施した。2019.8.2. 

Govt and Huawei holds Myamar's first ever Cloud and AI contest 

2）スマートシテイ建設 

スマートシテイはＡＩ，ＩｏＴ，Ｃｏｕｌｄ，Ｂｉｇｄａｔａを基盤とするプロジェクトである。 

http://www3.weforum.org/docs/gcr/2015-2016/MMR.pdf
https://www.oecd.org/mena/governance/Open-Gov-Review-Myanmar.pdf
https://www.oecd.org/mena/governance/Open-Gov-Review-Myanmar.pdf
https://www.huawei.com/mm/news/mm/2019/myanmar-national-cloud-ai-contest-to-hold-for-the-first-time-eng
http://rectorscommittee.edu.mm/
https://www.mcf.org.mm/
https://www.myanmarstandards.org.mm/department-of-research-and-innovation-dri/
https://elevenmyanmar.com/news/govt-and-huawei-holds-myamars-first-ever-cloud-and-ai-contest
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Smart City in Myanmar: Opportunities and Challenges 

3 つのスマートシテイ Asia IoT 

Nay Pyi Taw 

ミヤンマーの首都、人口９０万人 

Mandalay 

ミャンマーにおける仏教文化と信仰の中心、人口１２０万人 

Yangon 

ミヤンマー最大の都市、国のＧＤＰの 20％、人口 520 万人 

「アジアの最後のフロンティア」と称されるミャンマーは、経済改革、公共消費、外国直接

投資（FDI）の着実な増加に牽引され、世界で最も急速に成長している経済国の一つであ

る。ミャンマーの経済は急速に成長しており、過去 5 年間の平均成長率は 6.8%である。

（2020.11.23） 

2017 年、政府はミャンマーを知識、デジタル、イノベーションのハブとして発展させることを

目的に、デジタル経済開発委員会（DEDC）を結成した。 

 

5）戦略 5：ＡＩとの共生体制作り-いつでも、どこでも、リアルタイム 5G 

ミャンマーでは 2017 年に 4G の商業利用が始まったばかりで、5G 移行の環境が整うのは

早くても 20 年代前半とみられる。新たな周波数帯の割り当てが必要となるほか、5G 対応

の携帯電話が高価ですぐには普及しないためだ。 

ウーレドゥー・ミャンマーはミャンマー国内で5Gを体験できる試験環境を整備し、年内に一

般利用者向けのデモンストレーションを行う計画だ。同国で 5G 導入への具体的な取り組

みが明らかになるのは初めて。 

テレノール・ミャンマーはエリクソンと組んで通信高速化実験を行った。 

残りの携帯通信事業者 2 社、国営郵便・電気通信事業体 MPT、中興通訊 ZTE も 5Ｇへの

参加を模索している。 

 

運輸通信省（MOTC）の Universal Service Strategy for Myanmar 2018-22 

では、通信サービスを人口の 90％以上に、インターネットアクセスを 85％以上に、高速イ

ンターネットを 50％以上に拡大することを目指している。そして 

ミャンマーの 1 回線あたりの月間データ使用量は、2018 年の 3.3GB から 2022 年には

11.3GB に増加すると予想されている。だから、5Ｇを必要としている。 

 
Myanmar coup: How the military disrupted the internet 

インターネットへの制限は、2021.2.1 月曜日の現地時間 03:00（日曜日のグリニッジ標準時

20:30）に報告された。「陸軍は国のメディアのテレビやラジオ、地元の電話回線やインター

ネットを遮断し、全国で使用不能にしています」。 

インターネット接続はその日の現地時間の 08:00までに通常のレベルの 50％に低下した。

ミャンマーの圧倒的多数にとって、Facebook はインターネットへのアクセスの主要な手段

https://iotbusiness-platform.com/blog/smart-city-in-myanmar-opportunities-and-challenges/
https://iotbusiness-platform.com/blog/smart-city-in-myanmar-opportunities-and-challenges/
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8D%E3%83%94%E3%83%89%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%9E%E3%83%B3%E3%83%80%E3%83%AC%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A4%E3%83%B3%E3%82%B4%E3%83%B3
https://lot.dhl.com/southeast-asias-final-frontier-ripe-for-investment/
https://www.facebook.com/dedc.myanmar/
https://ooredoo.com.mm/portal/en/index
https://www.telenor.com.mm/
https://www.mpt.com.mm/en/
https://www.zte.com.cn/global/
https://www.motc.gov.mm/sites/default/files/Universal%20Service%20Strategy%20%28Draft%29_0.pdf?__cf_chl_jschl_tk__=ad97e75d381f9439e068da4cd8c7b1bd41515e1b-1613541661-0-AXgCccdtimMIH7bLBArg6MouLbJoJBgsp3tpZKCv27cw6X4afa9iDTH3wFJ4WFvtBQFDCaGIbI8nOvpnPmMYlVuP1MeoOzlAm5HuQMMxRz9t1rJvuOXsf8II9KWS-T9ct_4kvujYO6G38HeT4HJHcTffpqghdZ8ORdwC8ExjxJ5-xkXLcNlVG3tpSWDNby7xc3eFmyanIEANsWQD-8jOnVdPkzzLdzcmRrU0aV_WH0Lrb7QgGPKrTJ6qKVZZaH0TAfzdTfpsVIpv6-kdjEyOwXzyY_-oNeo2suy721JBJt-UXkIQzuXJ8tpMSIAIA1bDhFppxsmyo2xfj9HrK-0ikLTB56lc8iLvtR1myGAN6tyaCbtrs3RgO1OOEG1A2qeYKUnVDWlGaTrJjgKLsfW5G_Q
https://www.linkedin.com/pulse/myanmar-ready-5g-so-when-why-gayan-koralage/
https://www.linkedin.com/pulse/myanmar-ready-5g-so-when-why-gayan-koralage/
https://www.bbc.com/news/world-asia-55889565
https://www.bbc.com/news/world-asia-55923486
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である。一部のユーザーは、インターネット接続を暗号化する VPN を使用して、その場所

が特定できないように、禁止を回避している。一度デジタルガバンメントで火が付いた民

主主義はもう消すことは出来ない。 

 

6）戦略 6：Covid-19 対応 

Myanmar’s response to the COVID-19 pandemic（2020.12.1） 

3 月下旬から 8 月上旬にかけてのコロナウイルス流行の第一波では、ミャンマーではわず

か 360 人の患者と 6 人の死亡が記録された。危機の初期には、政府はウイルスを封じ込

めるための対策を迅速に実施した。しかし、それが感染速度が緩和され始めた矢先、8 月

中旬に大きな第 2 波に見舞われた。毎日の感染者数が、8 月上旬の 1 日あたり 10 未満

から 10 月中旬には 1 日あたり 1,000 以上に増加した。この波は、ミャンマーの不十分で人

員不足の医療インフラを圧倒した。11 月 20 日までに確認された患者数は 76,414 人、死亡

者数は 1,695 人であった。Center for Policy Impact in Global Health が作成した報告書は

新政権の政策ギャップを明らかにしている。政府の COVID-19 経済救済計画に基づく脆

弱な世帯への支払いもモバイル・プラット フォームを通じて行われた。また、農民のため

の緊急資金、衣料品労働者のための緊急資金、露天商のための金銭的救済がデジタル

で配信された。 

新型コロナウイルス 都道府県別の感染者数・感染者マップ ... 

新型コロナワクチンの接種支援 

新型コロナウイルス感染症医療機関等情報支援システム（G-MIS 

 

 

 

 

https://www.bbc.com/news/world-asia-55923486
https://www.brookings.edu/blog/future-development/2020/12/01/myanmars-response-to-the-covid-19-pandemic/
https://mohs.gov.mm/page/9575
https://centerforpolicyimpact.org/wp-content/uploads/sites/18/2020/10/Myanmar-National-Response-to-COVID_19.pdf
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/data/
https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/data/
https://cio.go.jp/node/2731
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00130.html

